
　
４
月
１
８
日
（
金
）
に
、

下
北
沢
道
路
事
業
認
可
取

消
し
訴
訟
の
第
８
回
口
頭

弁
論
が
、
東
京
地
裁
・
１

０
３
号
大
法
廷
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
議
論
は
、
計
画
決
定
に

至
る
行
政
（
国
・
都
・
区
）

の
違
法
行
為
を
、
具
体
的

に
追
及
す
る
山
場
に
さ
し

か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
石

本
原
告
代
理
人
の
被
告
を

鋭
く
追
及
す
る
意
見
陳
述
に
、

傍
聴
席
か
ら
は
思
わ
ず
拍

手
が
湧
き
上
が
る
と
い
う

高
潮
し
た
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

街
の
願
い
を
踏
み
に
じ
る

交
通
広
場
の
面
積

 

世
田
谷
区
は
、
駅
前
広

場
の
計
画
面
積
に
つ
い
て
、

４
８
年
方
式
（
施
設
数
に

応
じ
て
広
場
面
積
を
計
算

す
る
手
法
、
都
市
計
画
協

会
が
定
め
た
も
の
）
で
算

出
さ
れ
た
必
要
面
積
と
「
下

北
沢
街
づ
く
り
懇
談
会

の
提
言
」
を
考
慮
し
て
、

約
５
，
３
０
０
㎡
と
し
た

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
（
世

田
谷
区
準
備
書
面
3
）

　
し
か
し
、
平
成
１
２
年

３
月
の
「
下
北
沢
街
づ
く

り
懇
談
会
」
の
区
長
宛
の

提
言
（
下
北
沢
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
基
本
方
針
及

び
構
想
図
）
で
は
、
せ
い

ぜ
い
１
，
０
０
０
㎡
程
度

の
歩
行
者
広
場
の
整
備
を

考
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
１
２
年
４

月
の
懇
談
会
に
は
、
４
８

年
方
式
で
試
算
さ
れ
た
　

３
０
０
～
１
，
８
０
０
㎡

程
度
の
駅
前
広
場
面
積
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
わ
ず
か
３
ヵ

月
後
の
７
月
の
懇
談
会
に
は
、

突
然
、
５
，
０
０
０
㎡
を

超
え
る
規
模
の
駅
前
交
通

広
場
を
整
備
す
る
と
の
方

針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
注
）
懇
談
会
メ
ン
バ
ー

や
住
民
に
は
全
く
知
ら
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

東
京
都
は
既
に
昭
和
６
３

年
の
小
田
急
線
連
続
立
体

交
差
事
業
調
査
（
第
１
次

調
査
）
報
告
書
に
お
い
て
、

５
０
０
０
㎡
を
超
え
る
駅

前
広
場
を
計
画
し
て
い
た

と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。

補
助
金
を
も
ら
う
に
は
５

千
㎡
以
上
と
区
が
議
論
を

誘
導

　世
田
谷
区
は
、
国
や
都
か

ら
の
補
助
金
を
得
る
た
め

な
ぜ
、
駅
前
の

「
歩
行
者
広
場
」
が
、
突
然

「
５
，
３
０
０
㎡
の
交
通
広
場
」
に
変
わ
っ
た
の
か
？

※

目　次

第8回口頭弁論
レポート

１

３ 新代田駅前に
立体交差導入
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４ 第9回口頭弁論の
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４ サポーター募集・
カンパ募集
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世田谷区北沢2-9-19 

植松第一ビル 201

コモン法律事務所内 
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URL:
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　　 action.net

URL: www.shimokita-action.net   Email: info@shimokita-action.net

第１期工事により、下北沢駅前に交通広場（ロタリー）と幅26ｍもの道路が出現し、高層ビル建築が可能になる.

交
通
広
場
面
積
　
54
00
㎡

導
入
道
路

全
体
面
積
　
約
71
00
㎡

出典：補助54号線・世区街10号線ニュースNo5（世田谷区道路整備部交通広場整備担当課発行　07年1月）
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に
は
必
要
な
規
模
で
あ
る

と
説
明
し
、
５
３
０
０
㎡

の
駅
前
交
通
広
場
へ
と
、

懇
談
会
の
議
論
を
誘
導
し

ま
し
た
。
広
場
の
面
積
は
、

計
画
段
階
で
は
５
３
０
０

㎡
で
し
た
が
、
事
業
認
可

時
に
は
１
頁
図
面
の
よ
う

に
５
４
０
０
㎡
と
な
り
ま

し
た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
曲
解

す
る
世
田
谷
区

　　
世
田
谷
区
は
、
区
が
行

っ
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
Ｈ
１
２
年
６
月
集
計

を
元
に
「
多
数
の
人
が
、

自
動
車
の
乗
り
入
れ
が
で

き
る
駅
前
広
場
を
考
え
て

い
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
そ
も
そ
も
駅
前
広

場
は
必
要
な
い
」
あ
る
い

は
「
歩
行
者
の
た
め
だ
け

の
駅
前
広
場
」
と
い
う
選

択
肢
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

設
問
の
仕
方
に
問
題
が
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
歩
行
者

だ
け
の
広
場
に
近
い
選
択

肢
が
圧
倒
的
多
数
の
人
に

よ
っ
て
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　行
政
に
対
し
真
面
目
に
説

明
せ
よ
と
迫
る
　

　
世
田
谷
区
に
対
し
て
は

駅
前
広
場
の
算
定
方
法
に

つ
い
て
、
国
と
東
京
都
に

対
し
て
は
補
助
金
対
象
事

業
と
世
田
谷
区
に
対
す
る

指
導
の
有
無
に
つ
い
て
、

次
回
以
降
の
法
廷
で
説
明

す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

建
築
基
準
法
に
反
す
る
広
場

　
建
築
基
準
法
で
は
、
「
一

定
の
高
低
差
の
あ
る
道
路
」

や
「
自
動
車
の
沿
道
へ
の

出
入
り
が
出
来
な
い
構
造

の
道
路
」
は
「
建
築
物
の

前
面
道
路
」
に
は
含
ま
れ

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
自
動
車
の
出
入
り

の
出
来
な
い
道
路
に
沿
っ

て
大
き
い
建
物
を
建
て
る
と
、

人
の
移
動
と
物
流
の
確
保

に
大
き
な
支
障
が
生
じ
る

か
ら
で
す
。
１
頁
の
駅
前

広
場
の
平
面
図
を
ご
覧
下

さ
い
。
区
画
街
路
１
０
号

線
の
交
通
広
場
の
車
道
（
ロ

ー
タ
リ
ー
）
は
、
そ
の
沿

道
で
あ
る
外
縁
部
の
区
道
（
ピ

ー
コ
ッ
ク
前
の
北
側
区
道

や
八
百
屋
前
の
南
側
区
道
）

と
は
、
自
動
車
が
出
入
り

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
通

路
で
接
続
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
交
通
広
場
の
車
道
（
ロ

ー
タ
リ
ー
）
と
ピ
ー
コ
ッ

ク
前
の
北
側
区
道
と
の
間

に
は
、
１
．
５
ｍ
あ
ま
り

の
高
低
差
が
あ
り
ま
す
。

駅
前
広
場
と
外
縁
部
の
既

存
区
道
を
合
算
し
て
、
「
建

築
物
の
前
面
道
路
の
幅
員
」

と
し
、
駅
周
辺
に
６
０
ｍ

の
高
層
ビ
ル
建
築
を
可
能

と
し
よ
う
と
す
る
世
田
谷

区
の
解
釈
は
、
建
築
基
準

法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の

で
す
。

　や
ら
せ
誘
導
文
書

　　
世
田
谷
区
は
、
Ｈ
１
８

年
９
月
の
地
区
計
画
案
に

対
す
る
意
見
書
募
集
に
際

し
て
誘
導
文
書
は
配
布
し

た
が
、
Ｈ
１
８
年
６
月
の

地
区
計
画
原
案
に
対
す
る

意
見
書
作
成
に
は
一
切
関

与
し
て
い
な
い
と
主
張
し

て
い
ま
す
が
、
二
つ
の
意

見
書
は
項
目
の
立
て
方
や

文
言
が
酷
似
し
て
お
り
、

同
一
主
体
（
す
な
わ
ち
世

田
谷
区
）
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

※
注
　
「
下
北
沢
街
づ
く
り
懇
談

会
」
は
、
小
田
急
高
架
問
題
が
起

こ
っ
た
昭
和
５
９
年
１
２
月
に
、

北
沢
２
丁
目
町
会
・
下
北
沢
４
商

店
街
の
役
員
と
世
田
谷
区
の
間
で
、

非
公
開
懇
談
会
と
し
て
発
足
し
た

も
の
で
す
。
最
近
の
情
報
公
開
請

求
に
よ
り
入
手
し
た
議
事
録
で
、
「
シ

モ
キ
タ
ら
し
い
街
づ
く
り
」
を
目

指
そ
う
と
、
区
に
対
し
て
悪
戦
苦

闘
し
た
会
員
の
情
熱
と
努
力
が
、

密
室
の
中
で
行
政
の
力
に
圧
倒
さ

れ
て
行
く
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
　
　
（
原
告
代
沢
在
住
・
伊
藤
）

  4. 駅前広場の整備についてお聞きします.<下北沢駅>    単位：％ 

（1）駅前広場にはどの程度の交通機能が必要だと思われますか。 

　① バス乗り場やタクシー乗り場・タクシーの客待ちスペース

　　 が整備され、送り迎えの一般車も乗り入れられる全ての

　　 自動車に対応した駅前広場。　　　　　　　　　　　    １０ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        

　② タクシー乗り場・タクシーの客待ちスペースと、送り迎え

　　 の一般車が乗り入れられる小型車に対応した駅前広場。 　 ９

　③ 歩行者を中心とした駅前広場で、自動車は消防車・救急車

　　 などの緊急車両や送り迎えの一般車などと、タクシーが車

　　 を寄せられる程度の駅前広場。　　　　　　　　　　　  ６９

　④ その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    １２

↑世田谷区による駅周辺住民を対象とするアンケート調査結果
（平成12年5－6月実施）

都市計画道路・補助54号線は、補助26号線(三角橋)から環7(新代田)へと、1－3工期に分け住宅街・商店街を貫通する。



＜補助５４号線立体交差＞

新代田駅

新代田駅

環七通り

環七通り

補
助
５
４
号
線
の
次
に
目
指
す
も
の

　
補
助
５
４
号
線
問
題
に
つ

い
て
は
、
前
回
の
口
頭
弁
論

で
も
、
そ
れ
が
下
北
沢
の
街

を
分
断
、
破
壊
し
、
高
層
ビ

ル
街
の
導
入
を
想
定
す
る
も

の
と
し
て
、
被
告
の
東
京
都
、

世
田
谷
区
に
そ
の
決
定
・
変

更
に
い
た
る
基
礎
調
査
資
料

の
提
出
を
求
め
追
及
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
５
４
号
線

に
つ
い
て
は
、
下
北
沢
に
お

け
る
街
の
問
題
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
沿
線
、
住
民
に
広
く
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
下
北
沢
に
隣
接
す
る
井

の
頭
線
新
代
田
駅
周
辺
の
状

況
を
見
て
み
た
い
。
　
　

す
で
に
敷
か
れ
た
立
体
交
差

計
画

　　
区
の
補
助
５
４
号
線
の
工

事
予
定
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
右
ペ
ー
ジ
下
の
地

図
を
参
照
）
。

一
期
工
事
：
　
平
成
２
５
年

完
成
予
定

二
期
工
事
：
　
平
成
２
７
年

ま
で
に
完
成
予
定

三
期
工
事
：
　
平
成
２
７
年

ま
で
に
着
手
予
定

　
こ
の
三
期
工
事
の
完
成
に

よ
り
、
補
助
５
４
号
線
は
山

手
通
り
～
環
七
間
が
完
成
し
、

こ
の
新
代
田
駅
前
５
０
ｍ
横

で
環
七
に
達
す
る
。
こ
こ
で

待
ち
構
え
て
い
る
の
が
、
補

助
５
４
号
線
と
環
七
の
立
体

交
差
計
画
で
あ
る
。
世
田
谷

区
は
す
で
に
昭
和
４
１
年
に

そ
れ
を
決
定
し
て
い
る
。

　
駅
横
５
０
ｍ
の
立
体
交
差
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
を
知
っ

て
い
る
駅
前
住
民
は
ほ
ぼ
皆

無
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
く
と

皆
一
様
に
驚
く
。

道
路
行
政
は
隠
れ
た
と
こ
ろ

で
動
く

　　
補
助
５
４
号
線
は
、
戦
後

復
興
計
画
の
一
環
と
し
て
計

画
さ
れ
、
数
度
の
変
更
計
画

は
あ
っ
た
が
、
沿
線
の
住
民

に
と
っ
て
は
実
施
さ
れ
な
い

忘
れ
去
ら
れ
た
道
路
と
な
っ

て
い
た
。
上
記
の
工
事
計
画

を
見
て
も
三
期
工
事
の
完
成

予
定
は
一
応
未
定
に
は
な
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
右
ペ
ー
ジ
下
の
地

図
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
５
４
号
線
は
一
度
下
北

沢
を
通
過
し
て
細
く
な
る
が
、

環
七
直
前
で
２
６
ｍ
に
増
幅

す
る
。
こ
れ
が
環
七
と
の
オ

ー
バ
ー
パ
ス
、
立
体
交
差
部

分
で
あ
る
。
さ
ら
に
環
七
を

越
え
る
と
、
隣
接
す
る
東
松

原
駅
横
に
一
部
既
設
部
分
が
、

隠
れ
た
よ
う
に
完
成
し
て
い

る
。
こ
の
区
の
狙
い
は
想
像

に
難
く
な
い
。
あ
と
は
事
業

認
可
申
請
さ
え
す
れ
ば
、
計

画
が
動
き
出
す
の
で
あ
る
。

環
七
の
環
境
悪
化
・
排
気
ガ

ス
・
騒
音
公
害
を
忘
れ
た
の

か
！

　　
新
代
田
駅
か
ら
は
環
七
を

南
下
す
る
と
、
か
つ
て
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
の
最
多
発
生
地

域
、
上
馬
交
差
点
が
位
置
す

る
。
ま
た
約
１
０
０
０
ｍ
北

上
す
る
と
、
甲
州
街
道
と
の

立
体
交
差
、
大
原
喘
息
で
名

を
馳
せ
た
大
原
交
差
点
で
あ

る
。
そ
の
４
０
０
ｍ
手
前
に

は
拡
幅
工
事
完
成
前
の
井
の

頭
通
り
が
進
入
し
て
く
る
。

こ
こ
で
は
道
路
幅
も
既
に
立

体
交
差
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
井
の
頭
通
り
と
補
助

５
４
号
線
の
立
体
交
差
が
実

現
す
る
と
、
環
七
上
１
０
０

０
ｍ
間
に
甲
州
街
道
を
含
め

て
三
つ
の
立
体
交
差
が
ひ
し

め
く
こ
と
に
な
る
。
１
５
年

後
、
２
０
年
後
で
あ
れ
、
皆

さ
ん
は
こ
れ
を
許
せ
る
の
か
。

　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
私
た
ち
、
「
ま
も
れ
シ
モ

キ
タ
！
行
政
訴
訟
の
会
」
は
、

裁
判
・
住
民
運
動
を
通
し
て
、

下
北
沢
の
再
開
発
、
補
助
５

４
号
線
な
ど
の
違
法
性
を
追

及
し
て
い
ま
す
。
補
助
５
４

号
線
の
第
一
期
工
区
に
つ
い

て
は
「
認
可
の
取
り
消
し
」
、

第
二
工
区
・
第
三
工
区
に
つ

い
て
は
「
差
し
止
め
」
の
訴

訟
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
や
下
北
沢
の
再
開
発

問
題
は
下
北
沢
の
み
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
こ

の
新
代
田
周
辺
の
状
況
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
（
原
告
・
羽
根
木
在
住
）

新
代
田
駅
前
に
立
体
交
差
導
入
！

←新代田駅横５０ｍにコンクリートの
壁が出現することに。

まもれシモキタ！通信 ２００８年６月１日　日曜日　第７号３

URL: www.shimokita-action.net   Email: info@shimokita-action.net



日時：6月25日(水)　14：00～
場所：東京地方裁判所　103号大法廷
交通：東京メトロ丸の内線 日比谷駅
　　　千代田線 霞ヶ関駅　A1出口から徒歩1分

　　　有楽町線 桜田門駅　5番出口から徒歩5分

大法廷を傍聴人で一杯にし、この訴訟への関心の高さを裁判
官にアピールすることが重要です。皆様、是非ご参加下さい。
法廷終了後に、弁護士会館で裁判の内容について弁護団から
解説を受けるとともに、質疑応答・意見交換も行います。

「まもれシモキタ!行政訴訟の会」では、この訴訟を
バックアップして下さるサポーターを募集しています。

TEL&FAX: 03-3467-6936　E-MAIL: HorieTeru@aol.com
住所: 〒155-0031 世田谷区北沢4-14-17

裁判の経緯・過去の裁判資料はウェブで公開しています↓

http://www.shimokita-action.net/archive/index.html

サポーターの方々には１口5,000円／年(複数口歓迎)
のご負担と支援をお願いしています。
「まもれシモキタ!通信」をはじめ勉強会・シンポジ
ウムなどのイベント情報、裁判の進行状況や活動状況
について郵送・メールにてお伝えします。

「まもれシモキタ!行政訴訟の会」サポーター担当:堀江照彦

★サポーター及びカンパにご協力頂ける方は、下記まで
　ご都合の良い方法でご一報下さい。　

第９回　口頭弁論のお知らせ

サポーター募集とカンパのお願い

★カンパのみの応援も大歓迎しています。

予想される再開発後の下北沢

　
現
在
、
下
北
沢
で
は
、

多
額
の
税
金
を
つ
ぎ
込
ん

だ
大
規
模
な
再
開
発
事
業

が
動
き
出
そ
う
と
し
て
い

ま
す
。
い
ま
話
題
の
「
道

路
特
定
財
源
」
を
使
っ
た

ム
ダ
な
公
共
事
業
の
典
型
例
、

そ
れ
が
下
北
沢
の
道
路
計

画
な
の
で
す
。

再
開
発
の
た
め
の
道
路

　
「
補
助
５
４
号
線
」
と

い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と

の
あ
る
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
下
北
沢
の
街
を
分

断
す
る
、
最
大
幅
２
６
メ

ー
ト
ル
の
都
市
計
画
道
路

で
す
（
環
七
と
同
じ
幅
）
。

も
と
も
と
こ
の
計
画
は
戦

後
復
興
計
画
の
一
環
と
し

て
昭
和
２
１
年
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。
な
ぜ
６

０
年
以
上
も
昔
の
計
画
が

今
に
な
っ
て
動
き
始
め
た

か
と
い
う
と
、
小
田
急
線

の
連
続
立
体
交
差
事
業
の

一
環
と
し
て
、
駅
周
辺
の

都
市
再
開
発
が
行
政
に
よ

っ
て
計
画
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

　
「
補
助
５
４
号
線
」
（
事

業
費
２
４
５
億
円
・
１
～

３
期
工
区
）
だ
け
で
な
く
、

「
区
画
街
路
１
０
号
線
」
（
事

業
費
６
８
億
円
）
と
呼
ば

れ
る
、
巨
大
な
交
通
ロ
ー

タ
リ
ー
（
5
4
0
0
㎡
）

も
下
北
沢
駅
前
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
計
画

に
加
え
、
建
築
規
制
の
緩

和
を
狙
っ
た
「
地
区
計
画
」

を
世
田
谷
区
は
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
補

助
５
４
号
線
ま
た
は
区
画

街
路
１
０
号
線
に
接
す
る

敷
地
で
は
、
高
さ
６
０
ｍ
（
１

７
階
建
て
）
の
高
層
建
築

物
を
建
て
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
建
築
基

準
法
で
は
、
敷
地
が
接
す

る
道
路
の
幅
に
よ
っ
て
建

築
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
の
で
、

幅
の
広
い
道
路
は
、
高
層

建
築
物
の
建
設
を
誘
導
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
の
で
す
。

　
つ
ま
り
下
北
沢
の
道
路
は
、

高
層
建
築
物
に
よ
っ
て
街

を
再
開
発
す
る
た
め
の
「
手

段
」
と
し
て
作
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
３
つ
の
計
画
を
セ
ッ
ト

に
し
て
、
下
北
沢
を
「
ミ

ニ
渋
谷
」
の
よ
う
な
街
に

し
よ
う
と
い
う
の
が
行
政

の
計
画
で
す
。

道
路
特
定
財
源
と
下
北
沢

　
と
こ
ろ
で
小
田
急
線
の

地
下
化
工
事
は
「
連
続
立

体
交
差
事
業
」
（
以
下
、

連
続
立
交
と
略
）
と
呼
ば

れ
る
事
業
で
す
。
こ
の
事

業
は
一
見
、
踏
み
切
り
を

な
く
す
事
業
の
よ
う
に
見

え
ま
す
。
し
か
し
実
際
に

は
既
存
の
踏
み
切
り
を
除

去
す
る
だ
け
で
な
く
、
新

た
に
道
路
を
建
設
す
る
な
ど
、

周
辺
を
複
合
的
に
再
開
発

す
る
事
業
な
の
で
す
。
こ

の
連
続
立
交
に
は
「
道
路

特
定
財
源
」
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
来
は
道
路
整

備
目
的
に
し
か
使
う
こ
と

の
で
き
な
い
道
路
特
定
財

源
を
、
な
ぜ
鉄
道
事
業
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
と
、
踏
み
切
り
除
去

だ
け
で
な
く
道
路
建
設
も

一
体
的
に
行
う
か
ら
、
と

い
う
の
が
そ
の
理
屈
で
す
。

　
勘
の
よ
い
方
は
こ
れ
で

ピ
ン
と
来
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
問
題
の
「
補
助
５

４
号
線
」
が
、
交
通
需
要

の
面
か
ら
は
全
く
不
必
要

な
道
路
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
理
由
に
は
、
連

続
立
交
に
道
路
特
定
財
源

を
注
ぎ
込
む
カ
ラ
ク
リ
を

成
り
立
た
せ
る
た
め
に
必

要
と
さ
れ
た
と
い
う
背
景

が
あ
っ
た
の
で
す
。

言
い
訳
に
さ
れ
る
「
防
災
」

　
計
画
を
推
進
す
る
行
政

側
は
、
道
路
が
必
要
な
の

は
「
防
災
の
た
め
」
「
緑

を
増
や
す
た
め
」
な
ど
と

主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

補
助
５
４
号
線
は
、
再
開

発
を
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
り
、
ま
た
連
続
立
交
に

道
路
特
定
財
源
を
使
う
た

め
の
カ
ラ
ク
リ
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
（
「
緑

を
増
や
す
た
め
」
に
道
路

を
作
る
と
い
う
の
も
意
味

不
明
で
す
）
。

　
「
日
本
建
築
学
会
」
を

始
め
、
多
く
の
都
市
計
画

や
交
通
工
学
の
専
門
家
ら

が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、

道
路
を
つ
く
る
こ
と
は
必

ず
し
も
防
災
に
と
っ
て
効

果
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー

ル
の
街
並
み
を
損
な
う
ば

か
り
か
、
小
規
模
店
舗
が

集
ま
る
商
店
街
を
、
大
規

模
資
本
の
チ
ェ
ー
ン
店
に

変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
行

政
が
行
お
う
と
し
て
い
る

の
は
、
防
災
を
言
い
訳
に

し
た
「
無
駄
な
公
共
事
業

＝
街
壊
し
」
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
幾
つ
も
の
市

民
グ
ル
ー
プ
が
大
規
模
開

発
に
代
わ
る
「
代
替
案
」

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、

行
政
は
そ
れ
ら
を
検
討
す

る
こ
と
な
く
事
業
を
強
行

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
　

　
　
（
原
告
松
原
在
住
・
木
村
）

６０年以上も前の

都市計画道路が、なぜ？

人の歩ける街が、ビルと自動車の街に

いま、下北沢で起きていること
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